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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2026年７月 15日開催の取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、以下のとおり、2026年

３月 24日に開示した 2026年７月期（2025年８月１日～2026年７月 31日）の業績予想を修正することとしま

したので、お知らせいたします。 

 

１．連結業績予想数値の修正（2025年８月１日～2026年７月 31日）        （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 1,253 37 30 16 ６円 56銭 

今回修正予想（Ｂ） 1,205 20 ９ 14 5円 81銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △47 △17 △20 △1.8 ― 

増 減 率（ ％ ） △3.7 △46.5 △68.4 △11.4 ― 

（参考）前期連結実績 

（ 2 0 2 5 年７月期） 
1,026 31 24 21 ８円 97銭 

 

２．修正の理由 

売上面においては、主たる事業である人材成長活性化プラットフォーム事業において、積極的な販売促進活動

を推進し、新規顧客の獲得及び既存顧客における契約 ID 数の増加に取り組んでまいりました。しかしながら、

通期の業績見通しを改めて精査した結果、受注件数が当初の想定を下回ったことから、売上高は上場日に公表

した予想（以下、前回発表予想）を若干下回る見込みとなりました。 

利益面においては、販売費及び一般管理費の適正化・削減を進めてまいりましたが、売上高の減少に伴い売上

総利益も当初の想定を下回り、その影響を補うには至らないことから、営業利益及び経常利益は前回発表予想

を下回る見込みとなりました。なお、営業利益と経常利益の差額は、主として、連結子会社において売上高と

して計上し、当社において営業外費用として計上したグループ内取引について、連結決算上、当該売上高及び

営業外費用を相殺消去したことによるものです 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましても、過年度法人税等の還付に伴う法人税等還付税額を計上する

見込みであるものの、営業利益及び経常利益の減少を補うには至らず、前回発表予想を下回る見込みとなりま

した。 

 

注：上記の予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


